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・今、知っておきたい物流topics
『カスタマーハラスメントは増加傾向との実態調査』
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2021.12 丸協にゅーす丸協トピック 『東京営業所に感謝状』
～輸送品質が評価されました～
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2021.12 丸協にゅーす丸協トピック 「働きやすい職場認証取得」
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2021.12 丸協にゅーす今、知っておきたい物流topics

物流現場の改善の動き、SDGsのどこにあてはまる?
物流事業者及び荷主企業において、主に物流危機に対応して様々な改善が進みつつ
ありますが、これらはSDGsで目指すべき方向性とも合致しています。それぞれSDGsのどの
ターゲットに合致するものか考えてみましょう。
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※湯浅コンサルティング作成

資料：経済産業省ＳＣＩ大賞ホームページ

左の図はヤオコー熊谷セン
ターの待機時間の様子です。
バース予約システム導入後、大
幅に待機時間が減っています。
待機時間に悩んでおられる方
があれば、参考にSCI大賞のサ
イトをご覧になってみて下さい。

取組み

顧客との連携による輸送距
離の短縮

拠点間移動の削減

モーダルシフトの推進

段ボールサイズをパレット
に合わせる

パレット利用比率の向上

カスタマーハラスメントは増加傾向との実態調査
全日本交通運輸産業労働組合協議会（交運労協）は、カスタマーハラスメント（カス
ハラ）の悪質クレーム・迷惑行為に関するアンケート調査を行いました。
全国の公共交通機関や物流、観光産業の現場で働く20,908名が回答し、「直近2年
以内に迷惑行為・悪質クレームなどのカスハラ被害経験がある」は全体のほぼ半数、トラッ
ク業界では26％でした。タクシーや鉄道では「土下座の強要」や「暴力行為」が多く、トラッ
クでは「SNS・インターネット上の誹謗・中傷」が多くなっていました。

トラックでは「制限速度を守って運転しているのに、一般
の乗用車に後ろにつかれると、前が見えない分、すぐにあ
おり運転されてしまう」という訴えもありました。
左の図は「被害体験後の心身の状態」を聞いたもので
す。嫌な気分のまま仕事をするのは、生産性にも安全性
にも問題があります。
正当な理由なく悪質なクレームを受けてしまった時には、
正しい主張をしても通用するとは限りません。一人で対応
しようと無理をせず、仲間や上司に相談したりして、嫌な
気分をリセットするようにしましょう。

※資料：lnews


